編集後記 by unknown
学
会
彙
報
 
〇
真
宗
学
会
研
究
例
会 
〇 
九
月
十
日(
火)
午
後
四
時
〜 
「
清
沢
先
生
の
俗
諦
に
お
け
る
視
座
」
特
別
研
修
員
加
来
雄
之 
「
清
沢
満
之
ノ
ー
ト
ー
教
団
的
志
願
の
思
想
的
根 
拠
—
」 
博
士
課
程
三
回
生
熊
木
剛
 
〇 
十
月
ハ
日(
火)
午
後
四
時
〜 
「
『
回
向
』
の
概
念
に
つ
い
て
」
博
士
課
程
二
回
生
出
雲
路
英
淳 
「
不
回
向
」 
特
別
研
修
員
井
上
円
 
〇 
十
一
月
五
日(
火)
午
後
四
時
〜 
「
回
心
の
内
景
」博
士
課
程
三
回
生
金
石
忍
 
「
親
鸞
に
お
け
る
戒
の
問
題
」
非
常
勤
講
師
安
藤
文
雄 
〇 
十
二
月
十
日(
火)
午
後
四
時
〜 
「
親
鸞
の
菩
提
心
に
つ
い
て
」
博
士
課
程
二
回
生
瀧
弘
信
 
「
見
仏
性
の
意
義
」
非
常
勤
講
師
三
明
智
彰 
〇 
十
月
二
十
三
日(
水)
午
後
ニ
時
半
よ
り 
尋
源
講
堂
に
お
い
て
、
真
宗
学
会
大
会
が
開
催 
さ
れ
た
。
「
師
弟
芳
契
の
徴
—
源
空
よ
り
親
鸞
へ
一
」
本
学
教
授
細
川
行
信
先
生 
「
真
宗
思
想
史
上
の
岐
路
」 
福
山
市
立
女
子
短
期
大
学
学
長
重
松
明
久
先
生 
〇
十
一
月
二
十
一
日
(
木)
午
後
二
時
半
よ 
り
、
ー
ニ
〇
四
教
室
に
お
い
て
、
修
士
論
文
中 
間
発
表
会
が
行
な
わ
れ
た
。
「
『
入
出
二
門
偈
』
の
「
天
親
章
」
・
「
曇
鸞
章
」 
に
つ
い
て
」 
佐
藤
智
水 
「
本
願
招
喚
の
勅
命
」 
篠
原
恵
信 
「
証
大
涅
槃
道
」 
中
川
寿
一 
〇
十
二
月
五
日
(
木)
午
後
ニ
時
半
よ
り
、
 
ー
ニ
〇
四
教
室
に
お
い
て
、
卒
業
論
文
中
間
発 
表
会
が
行
な
わ
れ
た
。
「
仏
力
住
持
」 
夏
野
勧
 
「
廻
心
」 
村
上
由
香
思 
「
『
観
無
量
寿
経
』
の
研
究
—
韋
提
希
に
つ
い 
て
一
」 
石
川
隆
也 
「
真
の
仏
弟
子
」 
井
上
哲
哉 
「
真
宗
の
人
間
像
」 
江
口
智
流 
〇
著
書
紹
介
(
昭
和
六
十
年
一
月
以
降) 
水
廣
瀬
杲
先
生
、
『
序
説
顕
浄
土
真
実
教
文
類
』 
(
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部)
、
『
真
宗
救
済 
の
道
理
—
廻
向
論
—
』(
文
栄
堂)
・
寺
川
俊
昭
先
生
、
『
他
力
の
救
済
』(
法
蔵
館)
編
集
後
記
 
今
号
は
、
昨
年
一
月
六
日
に
示
寂
さ
れ
た
稲 
葉
秀
賢
先
生
へ
追
悼
の
意
の
込
も
っ
た
論
文
を
、
 
学
外
か
ら
は
藤
原
、
学
内
か
ら
は
幡
谷
・
臼
井 
・
江
上
の
各
先
生
に
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。
そ 
の
外
に
、
学
外
か
ら
本
多
、
学
内
か
ら
小
野
の 
両
先
生
へ
論
文
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
 
さ
て
、
混
迷
す
る
思
想
状
況
と
社
会
情
勢
の 
中
で
、
わ
れ
わ
れ
の
学
会
誌
で
あ
る
『
親
鸞
教 
学
』
の
果
す
べ
き
責
任
の
重
大
さ
を
、
改
め
て 
痛
感
す
る
こ
の
頃
で
あ
る
。
結
局
は
人
間
関
心 
と
自
己
主
張
と
に
堕
し
て
い
く
生
活
状
況
の
中 
で
、
そ
の
虚
妄
性
を
ど
こ
ま
で
も
教
え
ら
れ
て 
生
き
る
も
の
と
な
る
。
そ
の
こ
と
だ
け
が
私
の 
命
の
責
任
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
思
想
的 
に
世
に
公
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
親
鸞
に
学
ぶ 
も
の
の
課
題
で
あ
る
。
自
己
主
張
の
盛
ん
な
現 
代
で
、
時
代
の
持
つ
方
向
と
は
あ
る
意
味
で
、
 
ま
っ
た
く
逆
な
方
向
で
人
間
を
明
ら
か
に
し
、
 
世
に
問
う
こ
と
の
意
義
の
重
大
さ
を
思
う
と
き
、
 
身
の
す
く
む
よ
う
な
思
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
 
こ
の
『
親
鸞
教
学
』
と
い
う
学
会
誌
の
底
を
貫 
ぬ
く
大
き
な
志
願
を
憶
う
と
き
、
そ
の
志
願
に 
生
涯
を
捧
げ
て
い
く
も
の
に
な
り
た
い
と
、
心 
か
ら
念
ず
る
こ
と
で
あ
る
。 
(
延
塚)
